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平成  年  月  日作成 
 
 

破産・免責申立てに関する陳述書 

 
  秋田地方裁判所民事第２部 御中 

 

この陳述書
ちんじゅつしょ

の内容
ないよう

は，事実
じ じ つ

と相違
そ う い

ありません。 

  
             申立人                  印 
 

 
 
 

記入に際しての注意事項 
※ 必ずこの注意事項を読んでから記入するようにしてください。 

 
①  黒の万年筆又はボールペンを使用してください。 

えんぴつ・シャープペンシルは使用できません。 
 

②  訂正する場合は，二重線で抹消し，上部余白などに訂正後の記載をした上で，訂
正箇所に押印してください。 
修正液は使用できません。 
 

③  各陳述項目のゴシック文字（太字）の部分は質問事項です。それぞれの質問に回
答するかたちで陳述を記入してください。 

   陳述項目は第１から第７まであります。全てご自身のことに関することです。慌
てずに，質問事項をじっくり読んで記入してください。 

 
④  チェックボックス（□のことです。）には該当部分についてレ点を付けるか，■
とし，記入漏れがないようにしてください。 

 
⑤  金額や年月日が正確にわからなくても，「約１０万円」や「５，６年ころ」とい
うように，おおよその数字（時期）を記入してください。 

   正確にわからないからといって，空欄のままにすることはできません。 
 
⑥  記入欄が不足したら，適宜の用紙に記載して本陳述書に添付してください。 
 
⑦  真実を書かないと免責不許可になることがあります。 

 
陳述項目一覧 
第１ 家族・住居について 
第２ 経歴について 
第３ 現在の生活費の詳細等について 
第４ 債務の総額及び債務の発生と増加の原因について 
第５ 負債整理について 
第６ 過去の破産・免責などについて 
第７ 訴訟，差押命令などの有無について 
第８ その他，特に述べたいこと 
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第１ 家族・住居について 
 
１ 家族関係などについて 

    家族（配偶者・子・父母）及び同居人はいますか。 

     □います（次のとおり。）。  □いません。 
続 柄 氏 名 年齢 職業・学年 同居・別居 平均月収(手取り) 
    
   

             
□同 □別 

                   
              円 

      
     

              
□同 □別 

                   
              円 

      
     

             
□同 □別 

                   
              円 

               
□同 □別 

                   
              円 

               
□同 □別 

                   
              円 

              
□同 □別 

                   
              円 

 
 ２ 現在の住居について 
       現在住んでいる住居について，記入してください。 

    □ 自分の所有・共有です。 

    □ 親族・同居人の所有・共有です（所有者名       関係   ）。 
    □ 借りています（名義：□自分 □配偶者 □父母 □その他    ）。 
       →□ 一戸建て 

□ アパート・マンション 
  □ 社宅・寮・官舎 
  □ 県営住宅・市営住宅・公団など  

家賃は１か月           円です。 

家賃の滞納は □ ありません。  
□ あります（          円）。 

 

第２ 経歴について 
 
 １ 現在の自分の職業について 

   □ 働いています（次のとおり。）。     
就 職 時 期 昭和・平成  年  月頃 

  
職    業 

 
□ 勤め □ アルバイトなど □自営（個人事業主） 
□ 会社役員（地位             ） 

勤め先・会社名
・屋号 

                 
                          

業務の内容  

 
月収・賞与など 
（手取額） 

月収           円 
 
賞与 □なし □あり（年  回，合計      円） 
年金 □なし □あり（月額       円） 

年     収  年収              円 
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□ 無職です（次のとおり。）。 
無職の時期 昭和・平成  年  月頃から 

  
無職の理由 

 
□ 高齢 □ 求職中 □ 病気・けが □ 主婦 
□ その他（                 ） 
 

 
 
公 的 給 付 

 
□ なし 
□ あり □ 年金 □ 失業保険 □生活保護 
     □ その他（              ） 
  月額          円 
 

 
２ これまでの職歴について 

   現在の一つ前の職業から破産申立の７年前までさかのぼって書いてください。 

       無職の期間があった場合も書いてください。 

 

 

 ３ 自営業（個人営業）を営んでいる方及び過去２年以内に自営業を営んだこと
がある方は，別紙の事業に関する陳述書に記入してください。 

 

 
 
 
 
 

就業期間 地 位 平均月収 
（手取り） 就業先（会社名等）     業 務 の 内 容     

１４年 ４月～２０年 ３月 □自営 ■勤め □パート等 □無職 □会社代表者  
250,000円  

 ㈱○△商事 
    
   経理 

    年  月～  年  月 □自営 □勤め □パート等 □無職 □会社代表者  
          円   

    年  月～  年  月 □自営 □勤め □パート等 □無職 □会社代表者  
          円   

    年  月～  年  月 □自営 □勤め □パート等 □無職 □会社代表者  
          円   

    年  月～  年  月 □自営 □勤め □パート等 □無職 □会社代表者  
          円   

    年  月～  年  月 □自営 □勤め □パート等 □無職 □会社代表者  
          円   

    年  月～  年  月 □自営 □勤め □パート等 □無職 □会社代表者  
          円   

    年  月～  年  月 □自営 □勤め □パート等 □無職 □会社代表者  
          円   

記載例 
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第３ 現在の生活費の詳細等について 
 
 １ 家計の状況 

① 申立前２か月分の家計の状況について，別紙の家計収支表 に記入してください。 

② 毎月でなくとも，年に何回か支払うもの（学費・税金など）がありますか。 

        □ありません。 

    □あります。その内容は， 

               月頃，      として         円。 

               月頃，      として         円。 

               月頃，      として         円。 

 

 ２ 破産申立費用について 

   今回の破産申立費用（弁護士（司法書士）費用を含む・金額       円）はどの

ようにして用意しましたか。 

□自分の収入 
□自分の貯蓄 
□法テラス（民事法律扶助） 

□          からの援助（あなたとの関係       ） 
□借入（債権者一覧表記載の債権者№  ，  ，  ，  ，  から） 
□その他（                            ） 

 

第４ 債務の総額及び債務の発生と増加の原因について 
 
 １ 現在の債務総額を基に別紙の債権者一覧表及び滞納公租公課一覧表を作成し

てください。 
   
 ２ 債務の発生原因・増加の事情などについて書いてください。 
  ① 今回多額の債務を負担することになった理由について，次の項目からあてはまるものを

全て選んでください。 

また，そのうち最も大きな理由となった項目のチェックボックス（□）を○で囲んで

ください（２つ以内。）。 

□ 生活費が不足した。 

□ 事業に失敗した。（□自分・□家族）→平成  年  月頃 

     □ 債務の返済のため借金した。 

     □ 失業した。（□自分・□家族）→平成  年  月頃 

     □ 給料が減った。（□自分・□家族）→平成  年  月頃から 

     □ 病気・怪我・出産（□自分・□家族）→平成  年  月頃 

    □  保証人となった。（債権者一覧表№    債権者につき，       
の保証。） 

     □ 資金援助をした。（□親族・□友人）→平成  年頃        に
対し，金      万円） 

      □ 住宅購入 →平成  年  月頃 
   □ 引っ越し →平成  年  月頃 

      □ 子どもの学費，仕送りのため →平成  年  月頃から 

    □ 交際費（□異性・□顧客・□同僚） 

      →平成  年  月頃から平成  年  月頃まで，合計   万円程度 

   □ ノルマ達成のため自社製品を購入  

      →平成  年  月頃から平成  年  月頃まで，合計   万円程度 
   □ 飲食（□居酒屋 □キャバクラ，スナック □その他         ） 
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   □ 風俗店利用 平成   年   月頃から平成   年   月頃まで 

   □ ギャンブル（□パチンコ □パチスロ □競馬 □その他      ） 
     □ 商品購入（□車 □装飾品 □衣類 □布団 □教材 □その他） 

その詳細は次のとおりです。 
購入品名 購入年月  金 額 現在の状況 売却等年月 売却金額 

  
    

／ 
     
   円 

 
保有・売却・返却 

 
     

／ 
 

     円 

  
    

／ 
     
   円 

 
保有・売却・返却 

 
     

／ 
 

     円 

  
    

／ 
     
   円 

 
保有・売却・返却 

 
     

／ 
 

     円 

  
    

／ 
     
   円 

 
保有・売却・返却 

 
     

／ 
 

     円 

  
    

／ 
     
   円 

 
保有・売却・返却 

 
     

／ 
 

     円 

 

   □その他（一言でいうと                                             ） 
 

  ② 今回，多額の債務を負担することになった理由を文章（箇条書きも可）で詳しく説明し

てください。 

   （最初の借入れ（購入）のきっかけ，債務が増加した経過（いつ，何（仕事）をしていて，

月収や借金の総額・返済月額がいくらで，どんな事情で債務を増やしたか）を出来事が

起こった順に詳しく書いてください。） 

 
最初の借入れ（購入）のきっかけ                                                                                  
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債務が増加した経過 
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 ３ 返済に関する状況などについて書いてください。 
  ① 現在，各債権者に対する毎月の約束返済額の合計額（以下「毎月の返済額 」と表示し

ます。）が，自分の手取り月収を超えていますか。 

      □超えていません。 

       （現在の月収は     円，現在，毎月の返済額は     円） 

      □超えています。 

       （現在の月収は     円，現在，毎月の返済額は     円） 

        毎月の返済額が月収を超えるようになったのは平成  年  月頃です。 

       （当時の月収は     円，当時，毎月の返済額は     円） 

 

    ② 収入から返済できなくて，もっぱら返済するために借入するようになったのはいつから

ですか。 

      □そのようなことはありません。 

   □平成  年  月頃から返済するために借入するようになりました。 

       （当時の月収は      円，当時，毎月の返済額は       円） 
 

    ③ 債務の返済が不可能だと思うようになったのは，いつ，どういう理由からですか。 

   平成  年  月頃です。 

       （当時の月収は      円，当時，毎月の返済額は       円） 
   その理由は， 

    □収入の大半を，毎月の返済にまわさなくてはならなくなったからです。 

    □収入が無くなったからです。（□失業□病気□その他       ） 

       □業者から，貸付を拒否されたためです。 

       □その他                       ためです。 

 

    ④ ③の時期以降に借入れをしたり，ローンを組むなどしたことはありますか。 

      □ありません。 

      □あります。その内容等は債権者一覧表記載の№   の      です。 
 

⑤  最後に１０万円以上の借入れをしたりローンを組むなどしたのは， 

平成  年  月頃に債権者一覧表記載の№   の       と契約
したものです。 

 

    ⑥ 現在の債務の返済状況は，どのようになっていますか。 

      □払っていません。最後の支払をしたのは，平成   年   月頃です。 

      □現在も支払っています。支払っているのは，債権者一覧表記載の 

    №                            です。 

    その理由は                        です。 

 
４ これまでの生活状況について書いてください。 

  ① キャバクラ，スナックなどの飲み屋で飲食をしたことはありますか。 

   □ありません。 

   □あります（次のとおり。）。 

内     容 □キャバクラ□スナック□パブ□居酒屋□その他（      ）  

時     期 昭・平   年   月 ～ 昭・平   年   月頃  

回 数・金 額      月平均で     回位， 月平均で      円位 

一番多く出費した 
 時期，回数，金額 

昭・平   年   月 ～ 昭・平    年    月頃 
月平均で，   回， 月平均で，        円位 
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② 風俗店を利用したことはありますか。 

   □ありません。 

   □あります（次のとおり。）。 

時     期 昭・平   年   月 ～ 昭・平   年   月頃  

回 数・金 額      月平均で     回位， 月平均で      円位 

 
 一番多く出費した 
 時期，回数，金額 

 
昭・平   年   月 ～ 昭・平    年    月頃 
月平均で，   回， 月平均で，        円位 

 

  ③ パチンコ，競馬，競輪，競艇，賭け麻雀等のギャンブルをしたことはありますか。 

   □ありません。 

   □あります（次のとおり。）。 

ギャンブルの種類 □パチンコ□パチスロ□競馬□その他（                ）  

時     期 昭・平   年   月 ～ 昭・平   年   月頃  

回 数・金 額      月平均で     回位， 月平均で      円位 

 
 一番多く出費した 
 時期，回数，金額 

 
昭・平   年   月 ～ 昭・平    年    月頃 
月平均で，     回位， 月平均で，        円位 

 

  ④ 株取引や先物取引をしたことはありますか。 

   □ありません。 

   □あります（次のとおり。）。 

取引内容（具体的に
記載すること） 

 
  

取 引 時 期 昭・平   年   月 ～ 昭・平   年   月頃  

  取 引 金 額 １回平均      円位で， 合計       円位 

 
  損  失  額 

 
                      円位 

 

⑤ 過去５年以内に１個（回）２０万円以上の商品購入，国内旅行，海外旅行，飲食等をし

たことはありますか。 

   □ありません。 

   □あります（次のとおり。）。 

 年 月 内    容 金  額  支払方法 信 販 会 社 名 
    
   ／ 

            
          円 

  

    
   ／ 

            
          円 

  

    
   ／ 

            
          円 

  

    
   ／ 

            
          円 

  

    
   ／ 

            
          円 
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５ 借入等をする際の事情 
  ① 借入の際に，事実と違うことを述べたことがあるかどうか書いてください。 

   ア 自分以外の他人の名前を使って借入等をしたことがありますか。 

    □ありません。 

    □あります（次のとおり。）。 
時期・債権者 昭和・平成  年  月頃       からの借入。 

 債権者はその事実を，□知っている。 
           □知らない。 
           □その他 
          （             ） 

使った名前 
（あなたとの関係） 

  
               
（□配偶者 □親族 □その他         ） 

名前を使った人の
承諾の有無 

□承諾無し □事前に承諾を得た  
□事後に承諾を得た                

他人の名前を使っ
た理由 

                  
 

 

   イ 生年月日・氏名・住所・勤務先等を偽って，借入等をしたことはありますか。 

     □ありません。 

     □あります（次のとおり。）。 
時期・債権者 昭和・平成  年  月頃       からの借入。 

 
偽った事項 

□生年月日 □氏名 □住所 □勤務先 
□収入額  □他社からの借入総額 
□その他（                   ） 

 
偽りの申告の内容 

               

事実を偽って借入
をした理由 

                  
 

        
② お金に換える（換金）目的でクレジットカードを利用するなどして商品を購入したり，

商品を購入しないのに購入したことにする架空のローンを組んでお金を得たことがあり

ますか。 

   □ありません。 

   □あります（次のとおり。）。 

□換金目的で商品を購入し，その商品を売却してお金を得ました。 

  品  名 購入年月 購入金額 信 販 会 社 売却年月  売却金額 売 却 先 
     

   ／ 
         
       円 

     
   ／ 

         
       円 

 

     
   ／ 

         
       円 

     
   ／ 

         
       円 

 

     
   ／ 

          
       円 

     
   ／ 

         
       円 

 

     
   ／ 

         
       円 

     
   ／ 

         
       円 

 

     
   ／ 

         
       円 

     
   ／ 

         
       円 
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    □商品を購入したことにして架空のローンを組み，お金を得ました。 

品  名 年  月 金    額 信 販 会 社 
     

    ／ 
         
             円 

 

     
    ／ 

         
             円 

 

     
    ／ 

         
             円 

 

     
    ／ 

         
             円 

 

 

   以下は「あります」の方のみ記入してください。 

   どういうきっかけで，このような換金や架空ローンを行いましたか。 

   □自分で考えて行いました。 

   □第三者（□友人・知人 □配偶者 □     ）に教えられました。 

   □業者（販売店）の新聞広告を見たり，業者（販売店）に勧められて行いまし
た。業者（販売店）名は                       です。 

 
第５ 負債整理について 
 
  １ 過去に，負債整理のための資金援助をしてもらったことがありますか。 
  □ありません。 

  □あります（次のとおり。）。   
 時    期        昭和・平成  年  月頃       からの借入。 

 
援   助   者 氏名            

あなたとの関係            
 

 
 
資金援助をしても
らった結果 

当時の債務は □完済した  
□一部      円残りました。 

 債務が残った原因→□債務の一部を隠していたため 
          □資金が足りなかったため 
          □その他              
  残った債務は現在の債務に □影響している。 
               □影響していない。 

  
２ 今回の申立前に負債整理について，事前に債権者と話し合いをしたことがあ
りますか。 

  □ありません。 

  □あります。それは， 

   □任意の話し合い（弁護士による任意整理を含む。）をしました。 

   □調停を申立てましたが（□不成立 □取下げ □成立したが支払不能）と     
なりました。 
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第６ 過去の破産・免責などについて 
 
 １ これまでに破産手続開始決定を受けたこと又は民事再生手続を利用したこと

がありますか。 
  □ありません。 

  □あります（次のとおり。）。 

時      期 昭和・平成  年  月ころ 

裁    判    所       地方裁判所    支部 

事 件 番 号  昭和・平成  年（フ・再イ・再ロ・再）第    号 

 

 ２ 以下は,破産手続開始決定等を受けたことが「あります」の方のみ記入してく
ださい。 

   免責許可決定（破産手続開始決定の場合）または民事再生手続認可決定（再
生手続の場合）を受けたことがありますか。 

  □あります（昭和・平成  年  月頃）。 

  □ありません。その理由は（                      ） 
 

第７ 訴訟，差押命令などの有無について 
 

 １ 債権者から，裁判所を通して請求されているものがありますか。 
  □ ありません。 
  □ あります。  

    （□支払督促 □訴訟 □差押え □仮差押え □その他       ）  
№ 裁判所名 事件番号 債権者 
１  

     裁判所    支部 
 
平成  年（ ）第  号 

 

２  
     裁判所    支部 

 
平成  年（ ）第  号 

 

３  
     裁判所    支部 

 
平成  年（ ）第  号 

 

４  
     裁判所    支部 

 
平成  年（ ）第  号 

 

 

 ２ 給料の差押えを受けていますか。 
  □ いません。 
  □ います（上記１の№   ，毎月      円）。 
 

 ３ 不動産が競売手続にかけられていますか。 
  □ いません。 
  □ います（債権者名      ，競売開始決定日：平成  年  月  日）。 
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第８ その他，特に述べたいこと 
 
                                                                                
 
                                                                                
 
                                                                                
 
                                                                                
 
                                                                                
 
                                                                                
 
                                                                                
 
                                                                                
 
                                                                                
 
                                                                                
 
                                                                                
 
                                                                                
 
                                                                                
 
                                                                                
 
                                                                                
 
                                                                                
 
                                                                                
 
                                                                                
 
                                                                                
 
                                                                                
 
                                                                                
 
                                                                                
 
                                                                                
 
                                                                                
 
                                                                                
 
                                                                                
 


